口頭試験レポート

日時：平成１９年１２月１５日（土）１４：３０～１５：１５

場所：フォーラム８　５階５０２号室　（控え室　５階５０４号室）

部門：建設　選択科目：都市及び地方計画　専門とする事項：都市計画
１４：１５に試験室の前のイスに座って待機する。１４：２０くらいに向かいの試験室から口頭試験を終えた人が出てきた。５分前隣りの試験室から受験者が出てきたが、５０２号室からは人はまだ出てきていない。（随分と部屋によって試験時間が違う）１４：３０ちょうどに前の受験者が出てきた。軽く挨拶をかわす。１４：３０をやや過ぎてから、中に入るよう指示があった。

【試験官】

向かって、右側：役人風（４５歳位）Ａ官とする
向かって、左側：教授風（５０歳位）Ｂ官とする
（Ａ官の方が、司会進行をする）
Ａ官：受験番号とお名前をおねがいします。

私：受験番号０９●●○○○番の△△△です。よろしくお願いします。（頭をさげる）

Ａ官：どうぞお座り下さい。

私：失礼します。（と言ってイスに深めに座る）
（事前に少し雑談があると思い、雪による飛行機の遅れとか若干話題を用意していたが特になし）

Ａ官：それでは、早速ですが１０分間であなたの経歴と体験論文について説明してください。

私：わたしは、昭和○○年○○を卒業し・・・以下省略・・・・・・・・・・以上で終わります。

（経歴３分、略記論文３分、詳述論文６分程度で説明する）
Ａ官：いろいろと経歴がありますが、なぜ都市計画で受験するのですか。
私：この業務が、最も技術士としてふさわしいと考えたからです・・・（この様な内容で答えた）
Ａ官：詳述論文について、合意形成についてかなり書かれていますが、最終的に決めるのは誰ですか。

私：最終的には、市町村マスタープランなので首長が（略）・・・（この様な内容で答えた）
Ａ官：詳述論文で市民参加とあります。市民の声をプランづくりの骨格とありますが、出来ないものもあると思いますがその辺はどうしますか。
私：出来ないものは、できない説明を納得いくまで行い（略）・・・（この様な内容で答えた）
Ａ官：今後の展望で、プランづくりだけでなく以後の管理運営までとありますが何か事例はありますか。
私：都市公園、特に身近な街区公園の管理については、地元の皆さんのご協力をいただきながら・・（略）
（実際に取り組んでいる事例を数例説明した）
Ｂ官：略記論文について、もう少し詳しく説明してください。

私：燃料電池コージェネレーションシステムは、（以下省略）・・・・・・・（３分程度で説明した）
Ｂ官：その後、この燃料電池コージェネシステムはどうなっていますか。

私：その後、産学官の共同研究により、○○市内において実証試験を行いデータ収集と（以下省略）・・・・・環境負荷の少ない都市エネルギーとして期待されているところです。
Ｂ官：具体的な動きは。

私：○○市内において、Ａ社が都市ガス改質のＰＥＦＣ（固体高分子型燃料電池）を一般家庭で実用化していますし、Ｂ社は灯油改質のＰＥＦＣの実証試験を行っており、（以下省略）・・・・・・・。
Ａ官：それでは、少し質問を変えます。選択問題であなたが選んだ問題ではなく、もう一方の問題（災害に強い都市構造）について考えを述べてください。

私：都市施設については、街路をはじめとする道路を広くし火災延焼を食い止めるとともに、土地区画整理事業や市街地再開発事業の活用・・・（中略）・・・建築物の耐震・免震化を進め・・・（中略）・・・ことが必要と考えます。

Ａ官：東京のような大都会では、なかなかスぺースが取れない場合もあります。そのような場合はどうしますか。

私：そのような場合については、やはりソフト面での対策が必要になって参ります。例えば、ハザードマップの整備や避難路の周知徹底・・・（中略）・・・のような対策が有効であります。
Ａ官：あなたが技術士を取って何かメリットはありますか。
私：給料の面では、確かにメリットはありません。しかしながら、公共工事の品質確保の点から今必要と・・・・・・（略）
Ｂ官：今年は、偽装という言葉が沢山出ています。倫理上の問題であると思いますが背景は何ですか。
私：経営者の視点から考えますと、・・・・現場の技術者としては、・・・（略）と考えます。
（食品偽装の例をあげ、なぜそうなったか、現場の技術者としてどうなのかについて考えを述べた）
Ｂ官：では、技術士として求められている義務を言ってください。
私：信用失墜行為の禁止、守秘義務、名称表示の場合の・・・（略）・・・・・の責務です。

（３義務２責務について、自分の言葉で説明した）

Ｂ官：技術士として求められるものは何ですか。
私：科学技術に関する専門的応用能力を必要とする事項についての・・・（略）・・・です。
（専門的応用能力、豊富な経験、正しい倫理、資質向上、公益確保など備わっているような説明をした）
Ｂ官：ＣＰＤとは何ですか。
私：ＣＰＤとは、継続研鑽のことであり・・・・・（略）・・・・・です。
（継続研鑽の必要性や技術士会のＣＰＤ登録制度などを簡単に述べた）
Ｂ官：資質向上については何かやっておりますか。

私：書籍や雑誌、これは日経コンストラクションですが、出来る限り目を通すよう心がけ・・・（略）・・・・・・・・・・・・研修会・講習会等にも積極的に出席をしております。

（Ａ官とＢ官が何か話をしているが、なにかこれでもういいような雰囲気であった）

Ａ官：１分ほど時間が早いですが、これで、口頭試験を終わります。ご苦労様でした。
私：（立ち上がり、両試験官に一礼をし、ドアを開け出る時に「失礼します」と言い、部室を出た）

【口頭試験の概略】
最初の１２分：経歴と体験論文の説明（プレゼン）

　　　　　　（喋り続けるので、以外と喉が渇く）

次の１５分：技術的体験論文の質疑応答

　　　　　　（どんな質問が来るのか予想がつかず、緊張の連続）
次の１０分：選択科目についての質問

　　　　　　（専門分野になり、やや落ち着いてくる）
最後の７分：倫理と技術士の義務について
　　　　　　（もう、何度も勉強しているので自分の言葉で棒読みにならないように注意して）

【全般的な印象】

１．H１８年に改正された都市計画法については、全く聞かれなかった。

２．２次試験建設一般の問題についての補足は求められなかった。

３．意地悪な質問はなく、ごく一般的な質問であった。２人とも紳士的な印象であった。
４．４５分のうち４０分以上は喋るので、予想以上に喉が渇いた。

５．口頭試験の部屋の前にイスに座って待っていたが、部屋によっては１０分以上早く出てくるところ、時間通りのところなど、試験官によってかなりバラつきを感じた。
６．何かチェックシートみたいなものに、質問の回答が終わるたびにチェックをしていた。
７．落とそうとする雰囲気でなく、「リラックスして普段通りして下さい」と言われた。
８．やはり、最初の経歴と体験論文説明の１０分間で勝負はついてしまうような気がした。

９．暗記やパクリでは、途中で論理的説明が破綻してしまう気がした。
10．今までやった努力を信じてリラックスして受験すれば、不合格にはならないような気がした。
　（技術的体験論文の出来があまりに悪いと、意地悪質問が来るのかもしれません）
【全般的な対策】
１．経歴・体験論文は１０分程度でスムーズに説明出来るようにする。
　（ただし、暗記は駄目です）
２．早口にならないように、普段より意識してゆっくりと。
３．２次試験で選択していない問題のフォローをしておいた方がいい。

　（すべて骨子法でいいと思います）

以上

